
＜2025年度＞ 公益財団法人JFE21世紀財団

技術研究助成およびアジア歴史研究助成件数の維持拡充

　当財団の研究助成制度に対する研究者からの期待に応えるために、

　将来の助成件数増加を維持できる「費用」を積み立てる

 2025年　～　2029年度（財源がなくなるまで）

大学研究助成の年間ベース件数は、技術20件・アジア歴史7件であるが、

これを技術5件増、アジア3件増する財源として使用する

年間の所要資金は、次のとおり

　　　技術  ：2,000千円×5件＝10,000千円

　　　アジア：1,500千円×3件＝ 4,500千円　　合計14,500千円/年

【前年度末明細】（公益充実資金の移行元；特定費用準備資金の明細）

費用・資産 実施時期 所要額 期末残高

費用 2024年度 14,500千円 41,300千円

【2025年度末明細】

2025 41,300千円 14,500千円 18,500千円 45,300千円

2026 45,300千円 14,500千円 30,800千円

2027 30,800千円 14,500千円 16,300千円

2028 16,300千円 14,500千円 1,800千円

2029 1,800千円 1,800千円 0千円

以 上

期末額

実施予定期間

特定費用準備資金「大学研究助成維持拡充積立金」を移行する
2024年度期末残高：41,300千円

積立額取崩額期首額年度

の算定方法

活用（取崩）額

制度開始時の
移行金額

積立限度額
積立限度額は、将来10年間に渡り、毎年技術研究助成5件、アジア歴史研
究助成3件の増加を維持・継続できる金額（14,500千円×10年→145,000千
円）とする

公益充実資金

「大学研究助成維持拡充積立金」運用要領

当該資金の

活用目的

公益充実資金
の名称

大学研究助成維持拡充積立金


